
 

                       

                                  

                                 

 

     

 

県
理
容
組
合
の
第
59
回
通
常

総
代
会
は
５
月
22
日
（
月
）
、
県

地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
た
。（
総
代
定
数
１
０
０
名
の

内
、
出
席
74
、
委
任
状
15
、
欠

席
11
） 

 

始
め
に
、
永
年
就
労
者
に
感
謝

状
が
、
退
職
県
組
合
講
師
に
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
た
後
、
長
田
實
理

事
長
が
「
い
ろ
い
ろ
な
経
済
状
況

の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
協
力
を

願
い
た
い
」
と
挨
拶
し
、
来
賓
の

紺
野
欽
一
県
健
康
福
祉
部
薬
事
衛

生
課
課
長
、
小
西
祥
一
県
生
活
衛

生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
専
務
理
事
、

宋
靖
久
日
本
政
策
金
融
公
庫
金
沢

支
店
国
民
生
活
事
業
統
括
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。 

議
案
審
議
は
、
議
長
に
田
島
徳

久
氏
（
加
賀
・
加
賀
）、
副
議
長
に

上
田
徳
次
氏
（
金
沢
・
４
部
）
を

選
出
し
て
行
な
わ
れ
、
「
平
成
28

年
度
事
業
報
告
」
「
平
成
28
年
度

収
支
決
算
」
「
平
成
29
年
度
事
業

計
画
（
案
）」「
平
成
29
年
度
収
支

予
算
（
案
）」「
平
成
29
年
度
借
入

金
最
高
限
度
額
」「
県
組
合
定
款
施

行
に
関
す
る
規
約
一
部
変
更（
案
）」

の
全
議
案
が
原
案
の
と
お
り
承
認

さ
れ
た
。 

 

今
年
度
の
事
業
で
は
、
10
月
２

日
（
月
）
に
「
健
康
」
に
関
す
る

イ
ベ
ン
ト
を
計
画
。
ま
た
生
衛
業

３
組
合
と
一
緒
に
「
防
災
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
（
日
時
未

定
）
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。 

事
業
部
が 

展
示
会
開
く 

 

総
代
会
当
日
、
別
室
で
事
業
部

展
示
会
が
開
か
れ
、
協
力
企
業
の

シ
ザ
ー
ズ
内
山
（
鋏
な
ど
）、
光
文

堂
（
替
刃
、
ブ
ラ
シ
な
ど
）、
ダ
ス

キ
ン
北
陸
（
玄
関
マ
ッ
ト
な
ど
）

の
お
す
す
め
商
品
が
特
別
販
売
さ

れ
、
総
代
ら
が
熱
心
に
見
学
し
て

い
た
。 
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年
度
事
業
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「
健
康
」「
防
災
」
の
イ
ベ
ン
ト
開
催 

総代会 



理容いしかわ                平成 29 年 6 月 10 日（2） 

                                   

                                  

   

◇
永
年
就
労
者 

音 
 

正
恭
（
金
沢
・
１
西
）

高
野
利
喜
雄
（
金
沢
・
１
西
）

酒
井 

節
子
（
金
沢
・
６
部
）

辻
井 

角
枝
（
加
賀
・
加
賀
）

山
崎 

喜
美
（
加
賀
・
加
賀
）

廣
田 

外
嘉
（
加
賀
・
小
松
）

太
田
れ
い
子
（
加
賀
・
能
美
）

山
下 

洋
子 (

加
賀
・
能
美
）

木
島 

外
次
（
能
登
・
七
鹿
）

且
味 

 

昇
（
能
登
・
七
鹿
）

近
藤 

幹
子
（
能
登
・
七
鹿
）

水
本 

洋
平
（
能
登
・
門
前
）

佐
藤 

常
久
（
能
登
・
輪
島
）

勝
島
フ
ジ
子
（
能
登
・
輪
島
） 

              
◇
退
職
県
組
合
講
師 

 

田
島 

徳
久
（
加
賀
・
加
賀
） 

22
年 

 

中
出 

尚
人
（
加
賀
・
加
賀
） 

17
年 

                            

定
款
施
行
に
関
す
る 

規
約
一
部
変
更 

昨
年
度
の
機
構
改
革
実
行
委
員

会
に
お
い
て
協
議
さ
れ
理
事
会
に

答
申
さ
れ
た
「
県
組
合
の
定
款
施

行
に
関
す
る
規
約
一
部
変
更
」
に

つ
い
て
、
次
の
改
正
案
が
総
代
会

に
お
い
て
可
決
し
た
。 

          

              

表 
 

彰 
平
成
28
年
は
世
界
各
国
で
大
き
な
経
済
の
方
向
転
換
が
見
ら
れ
る

中
、
わ
が
国
で
は
安
倍
政
権
が
続
投
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
引
き
続
き
取

り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
平
成
29
年
４
月
の
日
本
銀
行
の
報
告
で
は
、

全
国
的
に
景
気
は
緩
や
か
に
上
昇
を
続
け
て
お
り
、
特
に
北
陸
地
方
は

個
人
消
費
も
着
実
に
持
ち
直
し
・
回
復
基
調
の
傾
向
に
あ
る
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
よ
う
な
中
、
全
国
理
容
連
合
会
で
は
連
合
会
基
本
理
念
に
基
づ

き
、
①
新
規
顧
客
獲
得
な
ら
び
に
満
足
度
拡
大
の
た
め
の
お
客
様
ニ
ー

ズ
を
捉
え
た
メ
ニ
ュ
ー
拡
大
、
②
若
い
世
代
の
理
容
業
参
入
促
進
（
後

継
者
育
成
）
、
③
地
球
温
暖
化
へ
の
配
慮
等
に
加
え
、
④
２
０
２
０
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
見
据
え
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国

人
）
対
応
事
業
の
展
開
、
⑤
訪
問
福
祉
理
容
の
介
護
保
険
制
度
参
入
へ

の
働
き
か
け
を
平
成
29
年
度
事
業
計
画
と
し
て
提
案
い
た
し
ま
し

た
。 石

川
県
組
合
に
お
い
て
も
こ
の
計
画
に
沿
っ
て
各
種
事
業
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
が
、
中
で
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
よ
り
世
界
各
国
何
万
人
単
位
の
お
客
様
が

石
川
県
を
訪
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
こ
と
か
ら
、
全
理
連
主
導
の

下
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
言
葉
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
接
客
す
る
の

か
、
外
国
人
の
毛
質
に
対
応
す
る
技
術
と
衛
生
講
習
へ
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
、
キ
ッ
ズ
・
フ

ァ
ミ
リ
ー
層
獲
得
へ
の
取
り
組
み
、
Ｂ
・
Ｂ
シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
マ
イ
ス
タ

ー
制
度
確
立
、
共
済
制
度
充
実
、
そ
し
て
訪
問
福
祉
理
容
の
発
展
と
拡

充
を
含
め
て
介
護
保
険
制
度
へ
の
適
用
に
も
前
年
度
に
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

私
達
理
容
業
界
が
景
気
の
上
昇
気
流
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
た

め
に
は
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
経
済
状
況
を
見
据
え
、
加
え
て
ま

す
ま
す
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に

は
業
界
発
展
を
目
指
す
方
向
性
を
組
織
と
し
て
提
示
し
実
行
に
移
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

本
年
度
も
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

第
五
章 

理
事
の
選
出 

第
15
条 

各
支
部
選
出
及
び

理
事
長
推
薦
の
理
事
定
数
を
次

の
と
お
り
と
す
る
。 

 

金
沢
支
部 

 

３
名 

 

加
賀
支
部 

 

３
名 

 

能
登
支
部 

 

３
名 

理
事
長
推
薦 

４
名 
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▽
理
事
長 

長
田 

 
實(

金
沢) 

▽
副
理
事
長
、
経
理
部
長
、 

全
理
連
評
議
員 

絈
野 

邦
雄(

能
登) 

▽
副
理
事
長
、
事
業
部
担
当
、 

各
種
委
員 

 

叶
井 

 

章(

加
賀) 

▽
副
理
事
長
、
企
画
室
担
当
、 

東
海
北
陸
評
議
員 

前
田 

英
明(

金
沢) 

▽
常
務
理
事
、
共
済
部
長 

田
畑 

 

豪(

加
賀) 

▽
常
務
理
事
、
教
育
部
長 

行
野 

欣
也(

金
沢) 

▽
常
務
理
事
、
組
織
部
長 

近
藤 

秀
司(

能
登) 

▽
理
事
、
情
報
セ
ン
タ
ー
長 

市
川 

正
明(

加
賀) 

▽
理
事
、
企
画
室
長 

村
山
外
喜
男(

加
賀) 

▽
理
事
、
総
務
部
長 

中
村 

伸
夫(

金
沢) 

▽
理
事
、
事
業
・
組
織
担
当 

宮
本 

一
茂(

能
登) 

▽
理
事
、
企
画
・
共
済
担
当 

 
 
 
 
 

宮
森 

重
則(

能
登) 

▽
理
事
、
企
画
、
教
育
担
当 

佐
々
木
か
お
り(

金
沢) 

      

▽
監
事 

 

上
馬 

正
喜(

金
沢) 

▽
監
事 

 

竹
中 

義
雄(

加
賀)

▽
監
事 

 

奥
成 

康
朗(

能
登) 

▽
青
年
部
長
川
尻 

真
澄(

金
沢) 

▽
女
性
部
長
織
田 

昌
子(

金
沢) 

▽
事
務
長 

小
田
波
博
子(

組
合) 

▽
顧
問 

 

松
岡 

武
義(

金
沢) 

▽
相
談
役 
原 

 

元
二(

金
沢) 

▽
相
談
役 
津
田 

 

宏(

金
沢) 

 

金

沢

支

部 

▽
支
部
長 
 
 
 

行
野 

欣
也 

▽
副
支
部
長 

 
 

中
村 

伸
夫 

▽
副
支
部
長 

 
 

田
中 

栄
一 

▽
総
務
部
長 

 
 

中
村 

伸
夫

▽
経
理
部
長 

 
 

塚
本 

 

薫 

▽
教
育
部
長 

 

佐
々
木
か
お
り 

▽
企
画
部
長 

 
 

河
崎 

洋
一 

▽
組
織
部
長 

 
 

田
中 

栄
一

▽
共
済
部
長 

 
 

松
原 

義
則 

▽
副
共
済
部
長 

 

上
仙 

実
樹 

▽
情
報
セ
ン
タ
ー
長
青
山 

幸
雄 

▽
副 

〃 
 
 
 

丹
羽 

陽
一 

▽
事
業
部
長 

 
 

小
西 

 

裕 

▽
青
年
部
長 

 
 

川
尻 

真
澄 

▽
副
青
年
部
長 

 

岡
本 

省
吾 

▽
女
性
部
長 

 
 

織
田 

昌
子 

▽
庶
務
部
長 

 
 

番
定 

伸
夫 

▽
監
事 

 
 
 
 

酒
井 

 

博 

▽
監
事 

 
 
 
 

竹
山 

忠
志 

▽
地
区
部
長 

 

１
部
東 

 
 
 

箕
崎 

和
治 

 

１
部
南 

 
 
 

宮
村 

重
範 

 

１
部
中 

 
 
 

坂
本 

明
光 

 

１
部
西 

 
 
 

嶋
崎 

 

巌 

 

２
部 

 
 
 
 

前
川
世
家
治 

 

３
部 
 
 
 
 

中
川 

浩
昭 

 

４
部 

 
 
 
 

上
田 

徳
次 

 

５
部 

 
 
 
 

桶
谷 

博
英 

 

６
部 

 
 
 
 

米
田 

広
宣 

 

７
部 

 
 
 
 

栃
折 

明
広 

 

能

登

支

部 

▽
支
部
長 

 
 
 

近
藤 

秀
司 

▽
副
支
部
長 

 
 

絈
野 

邦
雄 

▽
副
支
部
長 

 
 

米
田 

一
良 

▽
総
務
部
長 

 
 

宮
本 

一
茂 

▽
経
理
部
長 

 
 

奥
成 

康
朗 

▽
教
育
部
長 

 
 

大
積 

 

亨 

▽
企
画
部
長 

 
 

夏
嶋 

正
博 

▽
組
織
部
長 

 
 

三
宅 

善
仁 

▽
共
済
部
長 

 
 

宮
森 

重
則 

▽
情
報
セ
ン
タ
ー
長
松
原 

 

勝 

▽
事
業
担
当
部
長 

宮
本 
一
茂 

▽
青
年
部
長 

 
 

白
山 

泰
司 

▽
女
性
部
長 

 
 

小
西 

春
美 

▽
監
事 

 
 
 
 

岩
崎 

 

清 

▽
監
事 

 
 
 
 

岩
崎 

栄
照 

▽
地
区
部
長 

 

河
北 

 
 
 
 

米
田 

一
良 

 

羽
咋 

 
 
 
 

三
宅 

善
仁 

 

富
来 

 
 
 
 

岩
崎 

栄
照 

 

七
鹿 

 
 
 
 

岩
崎 

 

清 

 

門
前 

 
 
 
 

小
西 

春
美 

 

輪
島 

 
 
 
 

大
積 

 

亨 

 

能
都 

 
 
 
 

宮
森 

重
則 

 

珠
洲 

 
 
 
 

奥
成 

康
朗 

 

加

賀

支

部 

▽
支
部
長 

 
 
 

田
畑 

 

豪 

▽
副
支
部
長 

 
 

吉
田 

秀
明 

▽
副
支
部
長 

 
 

葛
野 

英
之 

▽
総
務
部
長 

 
 

市
川 

正
明 

▽
経
理
部
長 

 
 

吉
田 

秀
明 

▽
教
育
部
長 

 
 

葛
野 

英
之 

▽
企
画
部
長 

 
 

橘 
 

英
行 

▽
組
織
部
長 

 
 

村
山
外
喜
男 

▽
共
済
部
長 

 
 

太
田 

健
二 

▽
情
報
セ
ン
タ
ー
長
市
川 

正
明 

▽
事
業
推
進
部
長 

荒
木 

 

潤 

▽
女
性
部
長 

 
 

今
井
久
美
子 

▽
監
事 

 
 
 
 

廣
田 

 

明 

▽
監
事 

 
 
 
 

丹
保 

俊
憲 

▽
地
区
部
長 

 

加
賀 

 
 
 
 

田
島 

徳
久 

 

小
松 

 
 
 
 

白
川 

弘
一 

 

能
美 

 
 
 
 

前
田 

和
也 

 
石
川 

 
 
 
 

沓 
 

智
之 

 
鶴
来 

 
 
 
 

安
達 

拓
史 

理
容
師
共
済
会 

各
支
部
で
総
会 

 

平
成
29
年
度
理
容
師
共
済
会

総
会
が
、
加
賀
支
部
は
４
月
17
日

（
月
）
、
金
沢
支
部
は
４
月
26
日

（
水
）、
能
登
支
部
は
５
月
１
日
（

月
）
に
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
、
会
員

が
出
席
し
た
。 

 

共
済
会
は
、
今
年
度
も
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
積
極
的
に
加

入
促
進
に
努
め
、
会
員
数
の
拡
大

を
図
る
。 

                   

「Ｈ28 県組合共済独自キャンペーン サプライズプレゼ

ント」に当選された方から喜びの声をいただきました！ 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

組合から届いた封筒を開けると当選通知と１万円分の商

品券が出てきてびっくりしました。ちょうど年末に向かう

時期だったので、お正月の準備に使わせていただきました。

どうもありがとうございました。（Ｙ・Ｍ） 

平
成
29

年
度  

県
組
合
役
員 
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総代会で質問をいただいた「P27 収支計算書の共済事業収入明細と P38～39 共済収入明細の金額が異なる件

について」ですが、共済別収入の金額差異の原因は、年度をまたぐ手数料の受入金額差異ならびに共済収支

明細書に誤りがあったためです。 
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多
く
の
犠
牲
者
が
出
た
御
嶽
山 

噴
火
の
前
年
、
下
見
を
兼
ね
て
長 

野
県
側
登
山
口
、
田
の
原
ま
で
行 

き
、
御
嶽
山
を
望
む
絶
好
地
で
知 

ら
れ
る
近
く
の
三
笠
山
に
登
る
予 

定
だ
っ
た
が
、
山
頂
付
近
の
ガ
ス 

が
濃
い
た
め
諦
め
、
御
嶽
山
の
途 

中
ま
で
登
っ
て
引
き
返
し
た
。 

 

翌
年
、
登
頂
の
予
定
が
天
候
や 

他
の
用
件
等
で
伸
び
伸
び
に
な
っ 

て
い
る
最
中
に
噴
火
が
あ
り
、
登 

山
計
画
は
頓
挫
し
た
。
更
に
そ
の 

 

翌
年
、
白
川
郷
か
ら
天
生
峠
を
経 

由
し
て
籾
糠
山
へ
登
っ
た
時
、
ま 

だ
噴
煙
を
上
げ
る
御
嶽
山
が
見
え 

た
の
で
思
わ
ず
手
を
合
わ
せ
た
。 

 

間
も
な
く
各
地
で
山
開
き
を
迎 

え
る
。
間
近
に
白
山
を
望
め
る
大 

野
市
の
赤
兎
山
は
以
前
か
ら
登
山 

口
に
登
山
届
け
が
用
意
さ
れ
て
い 

る
。
白
山
で
も
登
山
届
け
が
義
務 

化
さ
れ
る
の
で
登
山
の
際
に
は
忘 

れ
る
事
の
な
い
よ
う
に
し
た
い
。 

（
理
容
文
芸
ク
ラ
ブ
） 

 

鎮
魂
の
祈
り
を
胸
に
山
仰
ぐ 

    

 

支部理容師共済会 

加入金０円キャンペーン 
 11月 30日まで 
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組
合
員
に
有
利
な 

融
資
制
度 

「振興事業貸付」活用のポイント 

～組合員向けの融資制度を賢く活用しよう～ 

 「振興事業貸付」は、生活衛生営業者の振興を目的として創設された日本政策金融

公庫の融資制度です。公的な融資制度を上手に活用して経営にお役立てください。 

＜融資制度の概要＞ 

お使いみち 設備資金 運転資金 

融資額 １億５,０００万円以内 ５,７００万円以内 

返済期間 ２０年以内 ７年以内 

主な利率 

【特別利率Ｃ】 【基準利率】 

組合から一定の会計書類の準備や事業計画の確認を受けた
方は、利率が 0.15％（年利）引き下げとなります。 

条件 組合が発行する「振興事業に係る資金証明書」が必要 

ここがポイント！ 

 

 

 

 
 

ご不明な点は県理容組合事務局へ ☎０７６－２３２－２３６２ 

固定金利で長期の返済にも

対応可能。保証協会を利用

しないため、保証料の支払

いも不要です。 

組合事務局は、手続き（資金

証明書の発行）にあたって、

決算書等の確認による経営内

容のチェックは行いません。 
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第
15
回
金
沢
支
部
定
期
総
会 

が
４
月
26
日
（
水
）
20
時
よ
り
、 

県
理
美
容
学
校
に
支
部
員
83
名 

が
出
席
し
て
開
か
れ
た
。 

（
委
任
状
１
９
２
名
、
欠
席
４
名
） 

議
長
に
南
保
克
実
氏
（
１
部
中
）、 

副
議
長
に
金
田
太
氏
（
６
部
）
を 

選
出
し
て
議
案
審
議
に
入
っ
た
。 

行
野
欣
也
支
部
長
の
挨
拶
か
ら 

始
ま
り
、
各
担
当
部
長
よ
り
事
業

報
告
・
事
業
計
画
案
が
あ
り
審
議

さ
れ
た
。
組
合
員
か
ら
は
組
合
の

共
済
に
つ
い
て
の
質
問
・
提
案
な

ど
を
受
け
て
審
議
を
行
っ
た
。 

総
会
終
了
後
、「
第
11
回
金
沢

支
部
理
容
師
共
済
会
総
会
」
が
開

催
さ
れ
、
支
部
共
済
に
つ
い
て
の

審
議
を
行
っ
た
。 

 

     

 

開
会
前
に
、【
永
年
勤
続
者
表
彰
】

【
勤
続
役
員
表
彰
】が
行
わ
れ
た
。 

       

     

７
部 

４
月
21
日
（
金
） 

柳
橋
町
集
会
所
に
て 

            

５
部 

４
月
27
日
（
木
） 

長
町
公
民
館
に
て 

           

     

４
部 

４
月
28
日
（
金
） 

材
二
親
和
会
童
親
会
館
に
て 

            

一
部
西 

５
月
10
日
（
水
） 

ジ
ャ
ン
ボ
ボ
ー
ル
会
議
室
に
て 

           

金 

沢 

支
部
長 

行
野 

欣
也 

☎
０
７
６(

２
６
５)

７
１
３
９ 

 

執
行
部
と
地
区
部
の
意
見
交
換
会 

執
行
部
員
が
各
地
区
部
を
ま
わ
り
、 

組
合
運
営
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。 

 
金
沢
支
部
定
期
総
会 
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能
都
地
区 

３
月
２７
日
（
月
）
、
平
成
29
年

度
能
都
地
区
定
期
総
会
は
、「
民
宿

割
烹
か
ね
八
」
に
て
１０
名
が
参
加

し
て
行
わ
れ
た
。 

（
通
信
・
宮
森
重
則
） 

               

珠
洲
地
区 

３
月
２７
日
（
月
）
１８
時
３０
か

ら
能
登
町
「
日
本
海
倶
楽
部
」
に

て
、
総
会
及
び
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
た
。
参
加
者
は
１０
名
。
総
会
終

了
後
の
懇
親
会
で
は
、
美
味
し
い 

     料
理
に
お
酒
と
会
話
に
と
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
た
。 

（
通
信
・
金
田
政
夫
） 

            

花
嫁
の
れ
ん 

河
北
地
区
婦
人
部
は
４
月
１０

日
（
月
）、
和
倉
温
泉
駅
か
ら
「
花

嫁
の
れ
ん
号
」
に
乗
っ
て
慰
安
会

を
行
っ
た
。
普
段
は
土
日
、
休
日

を
中
心
に
運
行
し
て
い
る
が
、
今

だ
け
月
火
も
運
行
し
て
い
る
。
人

気
が
あ
り
、
切
符
の
手
配
が
難
し

い
様
だ
が
今
回
は
運
が
よ
か
っ
た
。

参
加
者
は
１１
名
。
車
内
で
は
和
倉

温
泉
の
有
名
旅
館
「
加
賀
屋
」
の

弁
当
を
食
べ
な
が
ら
素
敵
な
車
内

や
車
窓
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽

し
ん
だ
。 

（
通
信
・
米
田
一
良
） 

 

                                
お 

花 

見 

４
月
１０
日
（
月
）
、
輪
島
地
区

は
地
元
で
桜
が
有
名
な
「
一
本
松

公
園
」
に
て
お
花
見
を
行
っ
た
。

参
加
者
は
９
名
。
当
日
は
残
念
な

が
ら
満
開
で
は
な
か
っ
た
が
、
焼

き
鳥
、
う
ど
ん
、
そ
ば
を
食
べ
な

が
ら
、
親
睦
を
深
め
た
。 

（
通
信
・
松
村
季
之
） 

    

                    

総 

代 

会 

第
１５
回
能
登
支
部
総
代
会
は

５
月
１
日
（
月
）
、
ワ
ー
ク
パ
ル

七
尾
に
お
い
て
２８
名
の
総
代
（
定

数
３０
名
）
と
役
員
１４
名
が
出
席

し
開
催
さ
れ
た
。 

近
藤
秀
司
支
部
長
の
挨
拶
の
後
、

議
長
に
且
味
裕
氏
（
七
鹿
）
を
選

出
し
、
平
成
２８
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
報
告
、
平
成
２９
年
度
事

業
計
画
案
・
予
算
案
が
上
程
さ
れ
、

承
認
さ
れ
た
。
総
代
会
は
質
問
も

少
な
く
、ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
た
。 

 

終
了
後
、
第
１１
回
能
登
支
部
理

容
師
共
済
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、

全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。 

            

     

支
部
長 

近
藤 

秀
司 

☎
０
７
６
７(

５
２)

３
９
８
０ 
能 

 

登 
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第
11
回
加
賀
支
部
総
会
は
４

月
17
日
（
月
）
、
能
美
市
根
上
学

習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。 

「
パ
レ
ッ
ト
」
で 

業
界
を
Ｐ
Ｒ 

 

田
畑
豪
支
部
長
が
「
28
年
度
に

実
施
し
た
お
客
様
あ
り
が
と
う
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
は
大
変
好
評
を
い
た

だ
い
た
。
低
料
金
店
対
策
と
し
て

消
費
者
に
人
気
の
情
報
雑
誌
パ
レ

ッ
ト
へ
の
広
告
掲
載
は
、
我
々
理

容
業
界
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
効
果
は
高
か
っ
た

と
思
う
が
、
経
費
面
で
の
問
題
が

あ
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
て
取

り
組
み
た
い
」
と
述
べ
た
。 

        

 

    

全
国
で
の
加
入
率 

ト
ッ
プ
の
成
果
！ 

こ
の
後
、
来
賓
の
長
田
實
理
事
長

よ
り
「
組
合
加
入
促
進
に
お
い
て

は
、
皆
さ
ん
の
労
の
甲
斐
な
く
県

内
で
は
加
入
成
果
が
無
か
っ
た
が
、

共
済
加
入
で
は
全
国
で
の
加
入
率

が
ト
ッ
プ
で
64
口
も
の
成
果
を

上
げ
ら
れ
、
た
く
さ
ん
の
方
の
協

力
に
感
謝
し
て
い
る
。
訪
問
福
祉

理
容
で
の
介
護
保
険
制
度
（
給
付

サ
ー
ビ
ス
）
に
つ
い
て
は
厚
労
省

の
動
き
が
前
向
き
に
な
っ
て
き
た
。

県
組
合
と
し
て
皆
さ
ん
の
希
望
を

叶
え
る
べ
く
活
動
を
実
施
し
て
参

り
た
い
」
と
組
合
の
現
状
を
語
っ

て
い
た
だ
い
た
。 

議
案
審
議
は
、
議
長
に
安
達
拓

史
氏
（
鶴
来
）、
副
議
長
に
前
田
和

也
氏
（
能
美
）
が
選
任
さ
れ
、
議

案
第
１
～
４
号
の
全
て
の
議
案
が

可
決
承
認
さ
れ
た
。 

ま
た
支
部
長
か
ら
、
理
事
会
で

提
議
さ
れ
県
総
代
会
に
上
程
さ
れ

る
「
定
款
施
行
に
関
す
る
規
約
一

部
変
更
（
案
）
」
の
第
五
章
15
条

理
事
選
出
に
つ
い
て
、
承
認
可
決

を
願
う
旨
が
報
告
さ
れ
た
。 

受
賞
の
３
氏
を
祝
う 

支
部
総
会
に
お
い
て
、
厚
生
労

働
大
臣
表
彰
受
賞
の
叶
井
章
副
理

事
長
、
全
国
生
衛
同
業
組
合
中
央

会
理
事
長
表
彰
受
賞
の
田
畑
豪
常

務
理
事
、
県
生
衛
功
労
者
知
事
表

彰
受
賞
の
村
山
外
喜
男
理
事
の
３

氏
に
お
祝
い
を
贈
呈
し
た
。 

 

退
職
県
組
合
講
師 

永
年
あ
り
が
と
う 

ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

５
月
22
日
（
月
）
の
県
組
合
総

代
会
に
お
い
て
、
永
年
県
組
合
講

師
を
務
め
ら
れ
た
加
賀
支
部
の
田

島
徳
久
氏
（
22
年
間
）
と
中
出
尚

人
氏
（
17
年
間
）
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。 

             

                                  

                                  

加  

賀 

支
部
長 

田
畑 

 

豪 

☎
０
７
６(

２
７
５)

２
３
１
４ 

加
賀
支
部
総
会 
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編 
集 

閑 

談 
▼
昨
年
の
Ｇ
ウ
イ
ー
ク
に
出
入
り

業
者
か
ら
の
と
霧
島
ツ
ツ
ジ
の
情

報
を
聞
き
只
ひ
た
す
ら
能
登
に
向

け
車
を
走
ら
せ
た
！
コ
ン
ビ
ニ
で

も
聞
き
次
郎
エ
門
の
古
木
、
能
登 

                          

町
五
十
里
の
紫
霧
島
を
や
っ
と
見

つ
け
た
！
能
登
は
優
し
や
土
ま
で

も
と
…
次
郎
エ
門
宅
を
教
え
て
く

れ
た
お
姉
さ
ん
も
優
し
か
っ
た
！

冷
凍
の
柿
ま
で
土
産
に
！
今
年
も

又
行
っ
て
し
ま
っ
た
（
市
川
正
明
） 

▼
最
近
話
題
の
ア
マ
ゾ
ン
詐
欺
被

害
に
あ
っ
た
。
何
故
か
商
品
が
届 

                          

か
な
い
？
シ
ョ
ッ
プ
を
調
べ
る
と

詐
欺
の
言
葉
が
ザ
ク
ザ
ク
、
確
か

に
定
価
よ
り
は
安
価
だ
っ
た
が
ま

さ
か
？
ア
マ
ゾ
ン
保
証
で
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
返
っ
て
き
た
が
心
の
傷

は
深
い
ま
ま
、
今
は
ネ
ッ
ト
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
恐
怖
症
に
か
か
っ
て
い

る
。
今
後
被
害
が
増
え
な
い
こ
と

を
祈
っ
て
い
る
。 

 

（
松
原
勝
） 

▼
『
極
め
る
』 

            

（
青
山
幸
雄
） 

▼
「
地
元
を
も
っ
と
勉
強
し
よ
う
」

と
、
五
月
晴
れ
の
日
に
尾
山
神
社

～
金
沢
城
公
園
～
兼
六
園
を
観
光

客
に
混
じ
っ
て
散
策
し
た
。
母
校

の
県
理
美
容
学
校
跡
地
で
は
鼠
多

門
の
建
設
工
事
が
進
み
、
オ
ー
プ

ン
し
た
ば
か
り
の
休
憩
所
は
全
面

ガ
ラ
ス
張
り
で
美
し
い
景
色
が
楽

し
め
た
。
久
し
振
り
の
兼
六
園
で

は
優
雅
な
カ
キ
ツ
バ
タ
に
歓
声
が

上
が
っ
て
い
た
。 

 

（
沓
智
之
） 

                                  

                 

新時代を先取りする 

化粧品・器具のご用命は下記へ 

三 丸 商 会 
TEL 076-252-2809 

FAX 076-252-2818 

 

㈲ ノ ワ キ 
TEL 076-237-5201 

FAX 076-237-6504 

 

北 理 商 会 
TEL 076-229-0115 

FAX 076-229-0115 

石川県理容器具商組合 


